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編
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■
広
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特
別
委
員
会
発
行
■
甲
賀
市
議
会

Vol.12

編 集 後 記編 集 後 記
▶秋も深まり、スポーツ、文化芸術、食欲、
読書、行楽、実りの秋と楽しみの多い季節
です。秋は食欲が進み、ダイエット中の方は、
辛い日々を送る時節となりました。日本酒と
なべものが楽しみな季節到来です。そんな
中ダイエットをかねたスポーツ、行楽で体を
使ったり、歩いたり、自分で楽しめる趣味を
見つけだすいい機会になればと思います。　
　今回 19 年度決算審査の内容を記載してい
ます。課題も多く、新年度予算に生かされ、
ダイエット化と実りのある市政になりますよ
うに期待します。

（広報特別委員　野田卓治）

この広報紙は古紙パルプを配合しています。〒528-8502　滋賀県甲賀市水口町水口6053番地　TEL.0748-65-0654 FAX.0748-63-4373　E-mail:koka111000@city.koka.shiga.jp
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決算特別委員会
議案審議
常任委員会報告
代表質問
一般質問（10名が問う）
研修往来
特別委員会等の動き
くつろぎこうか［シリーズVol.12］
　甲賀の味シリーズ❹
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10～11
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平成20年（2008）

11 1
おもな内容

甲賀の シリーズ❹

　土山宿場まつりのオープニングを飾ったのは、よさこい演
舞。地元で活動する「あい’S・愛’S・AI’S」（4 年前に結成、
会員約 20 人　表紙の写真）と児童クラブ「大野のこのこク
ラブ」によるコラボがまつりを盛り上げました。

（撮影・山岡光広）
目

よさこい演舞（土山宿場まつり にて）



平
成
19
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
審
査

す
る
決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
11
日
か
ら
４

日
間
に
わ
た
り
、
集
中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
か
、
行
政
効
果
や
経
済
効
果
を
評
価
。
ま
た

新
年
度
予
算
編
成
や
市
政
に
生
か
す
べ
き
課
題

に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
は
、予
算
規

模
3
5
0
億
2
3
2
万

9
千
円
に
対
し
、
歳
入
の
決
算

額
は
3
4
0
億
7
8
8
6
万

3
5
5
9
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
占
め
る
財
源
内
訳

は
、
市
税
・
諸
収
入
等
の
自

め
。
一
方
、
地
方
交
付
税
や

国
庫
・
県
支
出
金
な
ど
の
依

存
財
源
は
、
前
年
比
9
．
09

ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。

「
三
位
一
体
改
革
」
等
が
地

方
財
政
に
大
き
く
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

の
収
入
未
済
額
、
い
わ
ゆ

る
滞
納
は
、
累
積
で
9
億

2
5
4
4
万
6
3
4
円
。
不

納
欠
損
額
は
2
8
6
5
万

2
7
4
円
。
滞
納
債
権
対
策

課
の
設
置
と
そ
の
努
力
で
前

年
と
比
べ
て
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
こ
の
解
決
は
市

の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
委

員
会
で
も
積
極
的
な
議
論
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
歳
出
は
、
3
3
5
億

3
5
1
3
万
8
1
1
2
円
で
、

執
行
率
は
、
95
．
８
%
で
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
通
し
て
出
さ
れ
た
の
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、

市
民
の
要
望
に
ど
う
応
え
て

い
く
の
か
。
そ
う
い
う
点
で

は
、
思
い
切
っ
た
重
点
施
策

主
財
源
比
率
が
55
．
29
%

（
対
前
年
比
9
．
09
ポ
イ
ン

ト
増
）
に
。
こ
れ
は
税
源

移
譲
な
ど
の
影
響
で
市
税

収
入
が
1
4
5
億
6
3
9
万

6
8
3
1
円
で
、
前
年
よ

り
12
．
74
％
増
加
し
た
た

●歳入の特徴

決算特別委員会

区分
19 年度（A） 18 年度（B） 比較増減額

(A) − (B)
対前年
度比決算額 構成比 決算額 構成比

自

主

財

源

市 税 14,506,396,831 42.57 12,867,556,133 34.50 1,638,840,698 112.74 
分担金及び負担金 58,464,456 0.17 92,394,186 0.25 △ 33,929,730 63.28 
使用料及び手数料 1,031,811,100 3.03 1,041,035,806 2.79 △ 9,224,706 99.11 
財 産 収 入 64,106,128 0.19 73,917,707 0.20 △ 9,811,579 86.73 
寄 附 金 19,296,748 0.06 25,047,274 0.07 △ 5,750,526 77.04 
繰 入 金 522,703,046 1.53 245,456,000 0.66 277,247,046 212.95 
繰 越 金 892,793,804 2.62 1,516,455,724 4.07 △ 623,661,920 58.87 
諸 収 入 1,747,432,633 5.13 1,371,803,704 3.68 375,628,929 127.38 
小 計 18,843,004,746 55.30 17,233,666,534 46.22 1,609,338,212 109.34 

依

存

財

源

地 方 譲 与 税 469,200,000 1.38 1,217,077,574 3.26 △ 747,877,574 38.55 
利 子 割 交 付 金 49,539,000 0.14 36,819,000 0.10 12,720,000 134.55 
配 当 割 交 付 金 46,664,000 0.14 35,955,000 0.10 10,709,000 129.78 
株式等譲渡所得割交付金 29,500,000 0.09 33,441,000 0.09 △ 3,941,000 88.22 
地方消費税交付金 811,250,000 2.38 822,569,000 2.20 △ 11,319,000 98.62 
ゴルフ場利用税交付金 489,398,738 1.43 491,112,400 1.32 △ 1,713,662 99.65 
自動車取得税交付金 295,868,000 0.87 314,879,000 0.84 △ 19,011,000 93.96 
地 方 特 例 交 付 金 90,026,000 0.26 335,587,000 0.90 △ 245,561,000 26.83 
地 方 交 付 税 5,259,577,000 15.43 6,185,743,000 16.58 △ 926,166,000 85.03 
交通安全対策特別交付金 15,599,000 0.04 16,284,000 0.04 △ 685,000 95.79 
国 庫 支 出 金 1,826,323,761 5.36 2,352,204,854 6.31 △ 525,881,093 77.64 
県 支 出 金 2,265,535,314 6.65 2,217,294,290 5.94 48,241,024 102.18 
市 債 3,587,378,000 10.53 6,006,500,000 16.10 △ 2,419,122,000 59.72 
小 計 15,235,858,813 44.70 20,065,466,118 53.78 △ 4,829,607,305 75.93 

合　　計 34,078,863,559 100.00 37,299,132,652 100.00 △ 3,220,269,093 91.37 

集中審査 市
税
伸
び
た
も
の
の
厳
し
い
財
政
状
況

22008.11



【議会】
　インターネットによる議会中継の充実。会
議録・反訳ソフトの導入で事務の効率化を。

【総務部】
　一般管理費／市職員の時間外手当、福利厚
生面でメンタルヘルスの充実。広報公聴費／
広報「あいこうか」、市の HPの充実。市民
活動推進費／ 199 の自治会に交付されている
区事務活動交付金のあり方。市民活動総合保
険の充実。国際交流員の招致や交流事業の充
実。市史編纂では、第１巻 3000 部発行、在
庫 1500 部の活用について。

【企画部】
　JR草津線の利便性向上の取組みの具体化、
三雲駅乗り入れや JRとの乗り継ぎ改善など、
市内を走るコミュニティバスの現況を聞き取
り、さらに改善を求めました。

【市民環境部】
　市が設置する防犯灯の設置基準を明確にす
ること。市内在住の外国人の登録と市との
かかわりについて。人権推進については、啓
発活動は年間 4717 人参加しセミナーや大会
などを開催。男女共同参画費が前年と比べて
100 万円減額された理由などについても質疑
があり、相談の件数・内容とも複雑化してお
り、充実が必要であることが指摘されました。
また、衛生費では、不法投棄監視員の巡回と
根本的な解決の方向について議論がありまし
た。

【産業経済部】
　社団法人「シルバー人材センター」の運営
実態を把握すること。旧町単位の商工会の合
併の進捗状況、市としての目標、指導が必要
ではないか、との意見がありました。

【健康福祉部】
　緊急通報システムの内容と利用状況、現在
213 台設置されており、申請があれば増設は
可能だが、取り扱いなど検討課題はある。児
童クラブについては、特に保護者会が指定管
理となっていることに対して、今後のあり方
について言及。今後は、NPO法人化をめざ
すとの市の考えが示されました。

【建設部】
　市道の新設・改良・維持補修など、自治会
を通じて出される要望だけでも、約 500 件あ
り、これに応えていくには、財源が限られて
いることが中心的な議論となり、集中した施
策展開が必要との意見がありました。市とし
ては、緊急性の高い箇所から計画的にすすめ
ていくと回答がありました。市営住宅使用料
で 1800 万円の滞納があることについても議
論となり、早急に解決する必要があること、
老朽化している住宅については、早期の建て
替えも必要との意見がありました。

【教育委員会】
　教員住宅の管理状況、自転車通学補助のあ
り方、スポーツ災害共済の負担金、教育相談
活動の相談内容、学校給食費の納付状況、学
校給食の地産地消、安全な食材とアレルギー
対策、緊急通報メールの内容と状況、特別支
援教育の実態、学校耐震化およびバリアフ
リー化の整備状況とグランドやプールの整備
計画、学校規模適正化検討委員会の進捗状況、
市内５館の図書費および図書館運営、各地の
公民館の使用状況と今後のあり方、岡山城復
元についてなど、さまざまな角度から意見が
出されました。

の
展
開
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
「
市
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
す
す
め
る
う

え
で
、
市
職
員
や
自
治
会

と
の
連
携
、
各
種
団
体
と
の

連
携
、
指
定
管
理
の
あ
り
方

に
も
議
論
が
お
よ
び
ま
し
た
。

ま
た
財
産
管
理
と
し
て
、「
遊

休
地
」
と
な
っ
て
い
る
市
有

地
の
活
用
、
私
有
地
を
公
共

利
用
し
て
い
る
「
土
地
貸
借

料
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

議
論
と
な
り
、
今
後
に
生
か

す
べ
き
課
題
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度

一
般
会
計
決
算

決
算
特
別
委
員
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
（
歳
入
・
歳
出
）

●歳出の特徴

◎辻　　重治	 　○山岡　光広
　今村　和夫	 　　葛原　章年
　岩田　孝之	 　　友廣　　勇
　村山　庄衛	 　　伴　　資男
　福西　義幸	 　　酒巻　昌市
　木村　泰男	 　　土山　定信
　鵜飼　　勲	 　　松本　昌市

決算特別委員会委員

　　　項目
款別  　　

平成 19 年度 平成 18 年度 前年比較
予算現額 支出済額 構成比 支出済額 構成比 増減額 比率

議 会 費 264,686,000 260,424,691 0.78 255,846,793 0.70 4,577,898 101.79 

総 務 費 4,822,316,000 4,774,220,944 14.24 5,538,721,875 15.21 △ 764,500,931 86.20 

民 生 費 8,243,966,000 8,072,678,769 24.07 8,241,415,216 22.64 △ 168,736,447 97.95 

衛 生 費 4,328,460,000 4,307,883,101 12.85 4,107,096,387 11.28 200,786,714 104.89 

労 働 費 183,170,000 176,491,772 0.53 185,158,427 0.51 △ 8,666,655 95.32 

農 林
水産業費 2,025,756,000 1,967,009,026 5.86 1,891,303,505 5.19 75,705,521 104.00 

商 工 費 409,945,000 408,663,167 1.22 361,819,448 1.00 46,843,719 112.95 

土 木 費 3,972,709,000 3,119,844,974 9.30 3,469,992,597 9.53 △ 350,147,623 89.91 

消 防 費 1,258,633,000 1,250,261,935 3.73 1,243,228,653 3.42 7,033,282 100.57 

教 育 費 4,747,514,000 4,565,294,002 13.61 6,818,605,128 18.73 △ 2,253,311,126 66.95 

公 債 費 4,600,266,000 4,600,264,723 13.72 4,282,777,694 11.76 317,487,029 107.41 

災 害
復 旧 費 122,687,000 32,101,008 0.09 10,373,125 0.03 21,727,883 309.46 

予 備 費 22,221,000 0 - 0 - 0 -

合 計 35,002,329,000 33,535,138,112 100.00 36,406,338,848 100.00 △ 2,871,200,736 92.11 

4日間

◎委員長 ○副委員長
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議会で審議したもの
人事・条例・予算・決算・意見書・請願　ほか

  

平
成
19
年
度
決
算
認
定
、
条
例
な
ど
審
議　

　

９
月
定
例
市
議
会
は
、
８
月
25
日
か
ら
、
９
月
25
日
ま
で
の
間
、
平
成
19
年
度
の
決
算
審
査
な
ど
を
中
心
に
、
条
例
制
定
２

件
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
10
の
特
別
会
計
決
算
、
２
の
企
業
会
計
決
算
、
補
正
予
算
11
件
、
請

願
１
件
、
意
見
書
７
件
、
そ
の
他
11
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
各
議
案
に
対
す
る
採
決
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

人
事

◆
監
査
委
員
の
選
任

・
相
川
良
和（
水
口
町
名
坂
）

=

再
任

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

・
中
野
多
賀
子
（
甲
南
町
野

川
）=

再
任

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
田
中
義
人（
甲
南
町
野
川
）

=

再
任

・
竜
王
勝
子（
土
山
町
黒
川
）

=

再
任

（
以
上
、
３
件
に
つ
い
て
は

全
員
賛
成
に
て
同
意
）

条
例
制
定

◆
公
有
財
産
審
議
会
条
例
の

制
定（

賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
あ
い
甲
賀
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

条
例
の
一
部
改
正

◆
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
監
査
委
員
条
例

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
市
税
条
例

　

反
対
討
論=
安
井
直
明

　

賛
成
討
論=

岩
田
孝
之

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
下
水
道
条
例

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

平
成　

年
度
決
算
認
定

◆
一
般
会
計

　

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　

賛
成
討
論
＝
伴
資
男

（
賛
成
多
数
に
て
認
定
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　

賛
成
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

（
賛
成
多
数
に
て
認
定
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　

賛
成
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

（
賛
成
多
数
に
て
認
定
）

◆
水
道
事
業
会
計

　

反
対
討
論=

小
松
正
人

　

賛
成
討
論=

野
田
卓
治

（
賛
成
多
数
に
て
認
定
）

◆
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

◆
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計

◆
鉄
道
経
営
安
定
対
策
基
金

特
別
会
計

◆
鉄
道
施
設
整
備
基
金
特
別

会
計

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特

別
会
計

◆
病
院
事
業
会
計

（
以
上
、
９
件
に
つ
い
て

は
、全
員
賛
成
に
て
認
定
）

補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
２
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

◆
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
（
第
１
号
）

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
（
第
１
号
）

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

◆
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計
（
第
１

号
）

◆
鉄
道
施
設
整
備
基
金
特
別

会
計
（
第
１
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特

別
会
計
（
第
１
号
）

◆
水
道
事
業
会
計（
第
１
号
）

（
以
上
、
11
件
に
つ
い
て

は
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

契
約
の
締
結
・
変
更

◆（
仮
称
）く
す
り
学
習
館
建

築
工
事（
２
億
９
１
９
０
万

円
で
、
大
宝
柊
木
株
式
会

社
が
落
札
）

◆
㈱
フ
ジ
サ
ワ
建
設
と
契
約

し
て
い
る
水
口
ス
ポ
ー
ツ

の
森
陸
上
競
技
場
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
新
築
工
事

に
お
け
る
契
約
の
変
更

（
３
９
７
９
万
８
１
５
０

円
を
増
額
）

（
以
上
、
２
件
に
つ
い
て

は
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

市
道
路
線
の
廃
止

◆
水
口
町
古
城
が
丘
地
先
・

古
城
が
丘
団
地
15
号
線

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

市
道
路
線
の
認
定

◆
水
口
町
古
城
が
丘
地
先
・

古
城
が
丘
団
地
15
号
線
外

２
路
線

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

議
決

◆
財
産
の
処
分
（
拝
坂
自
治

会
の
地
縁
団
体
形
成
に
伴

い
公
有
地
を
同
自
治
会
に

無
償
譲
渡
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
希
望
ヶ
丘
上
下
水
道
施
設

等
の
移
管
に
関
す
る
調
停

事
件
の
合
意

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

請
願

◆
肥
料
・
飼
料
等
価
格
高
騰

に
関
す
る
請
願
（
JA
・
農

政
連
盟
よ
り
提
出
）

（
全
員
賛
成
に
て
採
択
）

意
見
書

◆
消
費
税
の
増
税
を
行
わ
な

い
よ
う
求
め
る
意
見
書

（
提
案=

安
井
直
明
）

　

反
対
討
論=

村
山
庄
衛

　

賛
成
討
論=

小
松
正
人

　
　
（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆
社
会
保
障
費
を
毎
年

２
２
０
０
億
円
抑
制
す
る

方
針
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書
（
提
案=

山
岡
光
広
）

　
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
投
機
マ
ネ
ー
の
実
効
あ
る

19
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分　　　類 検　討　事　項 8/8 ８月中 ９月下 10 月上 11 月中 11 月下 １月中 １月下 ２月上 ２月中

本会議に関すること

代表、一般質問について ○ ◎ ●

　・年間の代表質問回数について

　・通告期限や質問時間について ○ ◎ ●

　・質問の手法について

意見書、請願書、陳情書の取り
扱いについて ○ ◎ ●

委員会の運営に関すること

委員同士による議論の促進 ○ ◎ ●

委員会の公開と透明性について ○ ◎ ●

行政視察について ○ ◎ ●

開かれた議会に関すること 議会中継画像の改善と録画映像の
早期アップについて ○ ◎ ●

議会経費に関すること
（議会や議員活動に係るコス
トについて）

議員定数 ○ ◎ ▲

議員報酬 ○ ◎ ▲

費用弁償について ○ ◎ ●

その他 広域行政組合議会の会議内容の
報告について ○ ◎ ●

開かれた議会に関すること

議会基本条例の制定 ○ ◎ ▲

本会議での自由討議制の導入 ○ ◎ ●

議会と市民との対話の場について ○ ◎ ●

議会機能の強化に
ついて

議会事務局の充実 ○ ◎ ●

ホームページの充実 ○ ◎ ●

議会図書室の充実 ○ ◎ ●

議会経費に関すること
選挙費の公費負担 ○ ◎ ▲

政務調査費について ○ ◎ ●

その他
会派控室の設置 ○ ◎ ●

海外視察について ○ ◎ ●
○：提案・共通理解　　◎：協議　　●：決定　　▲：方針決定

　議会改革特別委員会設置以来８月末までに５回の
委員会を開催し、先進地事例や当市の議会の問題を
点検し、多くの検討項目の中から、20 年度内に方
針決定する項目を選定しました。なお、特別委員会
での決定事項は、会派代表者会議や議会運営委員会
等をへて確定されます。

議会改革特別委員会の様子

議
会
改
革 

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

安 心・ 安 全 の 協 働 の ま ち づ く り に 向 け て

規
制
に
踏
み
出
し
、
漁
業

者
、
農
業
者
へ
の
直
接

補
て
ん
を
求
め
る
意
見
書

（
提
案=

小
松
正
人
）

　
（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
「
協
働
労
働
の
協
同
組
合 

法（
仮
称
）」
の
速
や
か
な

制
定
を
求
め
る
意
見
書

（
提
案
＝
中
西
弥
兵
衛
）

　
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
雇
用
促
進
住
宅
の
廃
止
に

伴
う
入
居
者
へ
の
十
分
な

配
慮
と
支
援
を
求
め
る
意

見
書
（
全
会
派
一
致
に
よ

り
、
提
案
＝
加
藤
和
孝
）

　
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
制
度
改
正
に
伴
う
電
算
シ

ス
テ
ム
改
修
等
に
係
る
国

の
財
政
支
援
を
求
め
る
意

見
書
（
民
生
常
任
委
員
会

の
総
意
に
よ
り
、
提
案
＝

中
西
弥
兵
衛
）

　
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
肥
料
・
飼
料
等
価
格
高
騰

に
関
す
る
意
見
書
（
請
願

採
択
を
受
け
て
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）
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委 員 会 報 告

市行政推進の中枢を担っている委員会です　　　　　総務常任委員会
　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
「
甲
賀
市
土
地

取
得
事
業
特
別
会
計
」「
甲

賀
市
鉄
道
経
営
安
定
対
策
基

金
特
別
会
計
」「
甲
賀
市
鉄

道
施
設
整
備
基
金
特
別
会

計
」
の
決
算
認
定
に
か
か
る

審
査
と
、「
甲
賀
市
公
有
財

産
審
議
会
条
例
」お
よ
び「
あ

い
甲
賀
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
決
算
認
定

　

土
地
取
得
事
業
会
計
で

は
、
先
行
取
得
し
た
土

地
で
社
会
情
勢
や
将
来

計
画
の
見
直
し
等
で
遊

休
地
と
な
っ
て
い
る
物

件
の
今
後
の
対
応
や
、

分
譲
宅
地
の
処
分
等
に

つ
い
て
の
質
疑
を
行

い
、
財
政
状
況
が
厳
し

い
こ
と
か
ら
、
遊
休
地

等
に
つ
い
て
は
処
分
が

可
能
な
も
の
は
積
極
的

に
対
応
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
経
営
安
定
対
策

基
金
及
び
鉄
道
施
設
整

備
基
金
に
つ
い
て
は
、

預
け
入
れ
先
別
の
積
立
額
と

そ
れ
ぞ
れ
の
預
金
レ
ー
ト
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
鉄
道
軌
道
整
備
の

進
捗
率
は
、
と
の
問
い
に
は

レ
ー
ル
等
の
交
換
は
六
割
に

達
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
し
た
３
特
別
会
計
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
て

執
行
さ
れ
て
お
り
全
会
一
致

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

ふ
る
さ
と
納
税
始
ま
る

平
成
19
年
度 

特
別
会
計
決
算
審
査

し
ま
し
た
。

■
条
例
案

　

公
有
財
産
審
議
会
条
例
に

つ
い
て
は
、
市
有
物
件
の
売

買
に
お
け
る
公
平
性
の
確
保

と
適
正
価
格
で
の
取
り
引
き

に
つ
い
て
、
よ
り
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
主
旨

に
は
賛
同
す
る
が
今
後
は
運

用
等
を
定
め
た
規
則
に
つ
い

て
も
同
時
に
審
議
し
て
い
く

こ
と
が
条
例
審
査
に
は
望
ま

し
い
と
の
強
い
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
賛

成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

あ
い
甲
賀
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
に
つ
い
て
は
、
個

性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
制

定
さ
れ
る
も
の
で
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。

　

提
案
内
容
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

ふるさと納税とは？
　この制度は、正確には「ふるさと」に「納税」する制

度ではなく、現在の住所地ではない自治体に「寄付」を

する制度で、『ふるさとのために何かしたい』『ふるさと

を応援したい』『ふるさとを大事にしたい』という、全国

のみなさんからの善意・厚意を、寄付という形にして『ふ

るさと』に伝えていこうとするものです。

　従来までは、自治体に寄付をしても所得税及び市町村

民税ともに所得控除となっていました。今回の制度では

所得税は所得控除のままですが、市町村民税は自治体へ

の寄付に近い金額が住所地の自治体に納められる市町村

民税の税額から控除されることとなります。

Ａ
市
在
住　

納
税
者　

（
甲
賀
市
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
）

甲　
　

賀　
　

市

⑥ 確定申告

① 寄付の申し出

④ 寄付金の送金

② 振込用紙等の送付 ⑨ 住民税の税額控除

控除後の税額で翌年
度の住民税が課税

⑦ 所得税の還付

 

最
寄
り
の
郵
便
局

（
金
融
機
関
）
等

Ａ
市
（
住
所
地
の
市
区
町
村
）

　

③ 

寄
付
金
の
納
付

⑧ 

連
絡

最
寄
り
の
税
務
署

ふるさと納税の
手続き

総務常任委員会にて慎重に審議

⑤ 領収書の送付

付託議案
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委 員 会 報 告

民生常任委員会　　　　市民の生活と環境・福祉に関わる委員会です

　

平
成
19
年
度
甲
賀
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の

認
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

平
成
20
年
３
月
末
現
在
、

国
保
加
入
者
数
は
１
万

5
2
5
7
世
帯
、
3
万

1
5
9
人
で
前
年
比
2
0
9

世
帯
、
8
6
9
人
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
審
査
の
中

で
保
険
税
の
収
入
未
済
額
約

６
億
7
千
万
、
不
納
欠
損
額

約
1
9
0
0
万
に
つ
い
て
の

経
過
や
今
後
の
対
応
策
に
係

る
意
見
が
多
く
あ
り
、
早
期

の
納
付
催
告
を
含
め
滞
納
検

討
委
員
会
で
の
協
議
が
必
要

で
す
。
ま
た
外
国
人
に
対
す

る
納
税
意
識
の
啓
発
に
つ
い

て
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
保
健
指
導
に

よ
る
予
防
に
力
を
入

れ
医
療
費
増
を
お
さ

え
る
こ
と
が
重
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
資
格

証
明
書
等
に
よ
る
制

裁
に
つ
い
て
は
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
甲
賀

市
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

本
特
別
会
計
に
つ
い
て
は

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た

た
め
平
成
21
年
度
ま
で
は
精

算
処
理
を
中
心
と
す
る
会
計

に
な
る
予
定
。
全
員
賛
成
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会

計
決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
末
の
要
介
護

認
定
者
は
2
8
1
9
人
、
高

齢
化
率
は
20
．
62
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
内
５
箇
所
の

特
老
は
満
床
で
待
機
者
は
約

2
5
0
名
で
す
。
補
助
金

減
に
よ
り
新
規
参
入
業
者
が

減
少
し
て
い
る
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
３
施
設
は
う

ま
く
機
能
し
て
い
る
と
の
こ

と
、
審
査
の
中
で
介
護
を
受

け
た
い
人
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
行
政

の
積
極
的
な
役
割
を
求
め
る

意
見
や
、
介
護
報
酬
を
見
直

し
、
継
続
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
を
求
め
る
要
望
が
あ

り
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
甲
賀
市
国
民

健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

医
療
業
務
に
つ
い
て
は
甲

南
病
院
に
委
託
し
前
年
よ
り

１
日
減
の
週
２
日
実
施
し
て

お
り
当
面
継
続
実
施
の
予
定

で
す
。
全
員
賛
成
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
度
甲
賀
市
病
院

事
業
会
計
決
算
の
認
定
を
求

平
成
19
年
度 

４
特
別
会
計
決
算

１
事
業
会
計
決
算
を
認
定

　

民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
４
特
別
会
計
決
算
、
お
よ
び
１
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
９
月

18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部
に
資
料
の
提
出
と
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

付託議案

所
管
事
務
調
査

　

当
委
員
会
で
は
、
さ
る
８
月
４
日
、
今
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
介
護
予
防
・
多
世
代
交
流
型

地
域
拠
点
整
備
事
業
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
事
業
予
定

地
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
多
世
代
交
流
型
地
域
拠
点
（
水
口

町
第
４
水
口
台
）

②
介
護
予
防
多
世
代
交
流
型
地
域
拠
点
（
甲
南
町
サ
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
ほ
ほ
え
み
）

③
多
世
代
交
流
型
伝
統
技
術
伝
承
地
域
拠
点
（
信
楽
町
）

　

３
施
設
と
も
高
齢
者
と

子
ど
も
や
障
が
い
者
と
の

交
流
を
通
じ
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
介
護
予

防
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
支
援
交
付
金
と
推

進
交
付
金
併
せ
て
１
施
設

3
3
0
0
万
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
事
業
に
つ
い
て

第 4 水口台・ふみよ会館にて

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

本
事
業
に
お
い
て
は
水
口

市
民
病
院
、
信
楽
中
央
病
院

を
運
営
し
て
い
ま
す
が
患
者

数
は
入
院
、
外
来
含
め
共
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
今
年
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
水
口

医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

耐
震
性
も
含
め
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
早
急
に
明
確
に
す
べ
き

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
全
員
賛

成
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
て
慎
重
に
審
議
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委 員 会 報 告

産業・建設・観光振興・上下水道の整備に関わる委員会です　　　　　産業建設常任委員会

信
楽
処
理
場
が
完
成

　

公
共
下
水
道
事
業
関
係
で

は
、
19
年
度
に
「
信
楽
水
再

生
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、

こ
の
３
月
よ
り
供
用
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
各
家
庭
や
工
場

等
か
ら
の
汚
水
を
集
め
浄
化

し
、元
の
き
れ
い
な
水
に「
再

生
」
し
て
自
然
界
に
戻
す
と

い
う
、
高
度
処
理
対
応
施
設

で
、
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ

り
、
信
楽
地
域
の
下
水
道
普

及
率
も
大
幅
に
向
上
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
甲
賀

市
の
19
年
度
末
下
水
道

普
及
率
は
62
．
２
％
で
、

全
国
平
均
71
．
７
％
よ

り
低
い
現
状
で
す
。（
滋

賀
県
平
均
は
、
全
国
７

位
の
83
．
５
％
）

悪
質
滞
納
者
に
は

給
水
停
止

　

水
道
事
業
で
は
、
新

名
神
土
山
SA
や
甲
南
PA

関
連
施
設
の
建
設
工
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
20
年

度
か
ら
は
収
益
増
も
見
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
19
年
度
よ
り
、
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
、
水
道

事
業
給
水
停
止
実
施
要
綱

を
適
用
し
、
９
月
以
降
実

施
に
移
し
た
給
水
停
止
件

数
は
47
件
に
お
よ
ん
で
い

ま
す
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
全
て

を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

請　

願　

　
「
肥
料
・
飼
料
等
価
格

高
騰
に
関
す
る
請
願
」は
、

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
生

産
者
の
支
援
措
置
を
求
め

る
も
の
で
、
全
員
賛
成
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

収
納
率
向
上
対
策
が
カ
ギ

−

請
願
・
付
託
案
件
を
慎
重
審
査

−

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
甲
賀
市
水
道
事
業
会
計
決
算
お
よ
び
、
公
共
下
水
道
事
業

な
ど
３
特
別
会
計
決
算
の
認
定
、
ま
た
「
肥
料
・
飼
料
等
価
格
高
騰
に
関
す
る
請
願
」
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

産業建設常任委員会の様子

所
管
事
務
調
査

今
回
は
水
道
施
設　
　

７
月
28
日

　

地
域
の
発
展
と
、
住
民
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
生
活
用
水
の
安
定
供
給

は
、
安
心
な
街
づ
く
り
の
基

本
で
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
水
道
事

業
の
現
状
を
認
識
す
る
目
的

で
、
取
水
・
浄
水
・
送
水
・

配
水
な
ど
の
基
幹
的
施
設
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◦
甲
賀
市
上
水
道
中
央
監
視

施
設
（
甲
南
庁
舎
内
）

　

水
質
や
機
械
設
備
に
異
常

が
な
い
か
を
見
守
る
施
設
で
、

異
常
発
生
時
に
は
警
告
と
担

当
者
へ
の
連
絡
が
即
座
に
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
甲
南
中
央
配
水
池

　

新
名

神
、
甲

南
PA
等

へ
送
水

す
る
配

水
池

◦
甲
南
寺
庄
水
源
地

　

甲
南
町
の
独
自
水
源
で
、

深
井
戸
の
施
設

◦
甲
賀
町
油
日
加
圧
所

　

油
日
学
区
の
３
配
水
池

へ
の
加
圧
施
設

◦
甲
賀
町
岩
室
水
源
地

　

甲
賀
町
の
独
自
水
源
で
、

浅
井
戸
の
施
設

◦
土
山
第
２
水
源
地

　

水
利
権
の
あ
る
独
自
水

源
で
伏
流
水
を
利
用
し
て

い
る
。

◦
土
山
町
鮎
河
水
源
地

　

地
域
内
の
簡
易
水
道
で
、

今
年
度
新
設
水
源
予
定
地

◦
信
楽
牧
浄
水
場

　
　

信
楽
上
水
道
の
主
水
源

◦
信
楽
第
２
水
源
地

　

愛
宕
山
配
水
池
へ
の
送

水
施
設

◦
南
新
田
水
源
地

　

本
年
５
月
に
ク
リ
プ
ト

ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
の
菌
が
検

出
さ
れ
た
施
設
で
、
現
在

の
仮
設
配
水
管
布
設
の
模

様
を
視
察

◦
県
企
業
庁
甲
賀
水
道
事
務
所

　

水
口
浄
水
場
は
、
浄
水

池
に
貯
留
さ
れ
た
清
浄
な

信楽水再生センター

水
道
施
設
の
現
地
調
査

（まとめ）旧５町の水道事業は、昭和 30 年代に創
設された簡易水道を母体として、拡張・統合がな
されており、多岐にわたる施設が数多くある。
　その施設は昭和 40 〜 50 年にかけて整備された
施設が多く、老朽化が著しく、更新の時期を迎え
ている。危機管理対策と施設整備、社会情勢の変
化など、今後経営面を第一に議論していかねばな
らない。

水
を
、送
水
ポ
ン
プ
に
よ
っ

て
、
各
調
整
池
（
水
口
・

甲
賀
・
甲
南
）
に
送
る
施

設
◦
県
企
業
庁
水
口
調
整
池

　

こ
の
調
整
池
で
は
現
在
、

耐
震
工
事
が
施
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

県企業庁水口調整池

甲南中央配水池
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委 員 会 報 告

文教常任委員会　　　　文化やスポーツ、教育に関わる委員会です

トピックス

今夏、市内中学生
大健闘！

信楽中学校　男子バスケットボール
　　近畿大会　優勝
　　全国大会　ベスト16

甲南中学校女子剣道部
　　県 大 会　優勝
　　全国大会　ベスト16

水口中学校　陸上競技男子400mR
　　県 大 会　優勝
　　全国大会　予選敗退

　

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り

改
正
さ
れ
た
「
地
方
教
育
行

政
の
組
織
、
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」
は
、
教
育

委
員
会
の
責
任
体
制
の
明
確

化
や
体
制
の
充
実
等
と
共

に
「
教
育
行
政
に
お
け
る
地

方
分
権
の
推
進
」
が
一
つ
の

柱
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
に
関
す
る
事
務
所
掌
の

弾
力
化
が
従
前
と
異
な
り

新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
今

回
の
改
正
で
は
、
地
域
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
実

情
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

に
関
す
る
事
務
を
首
長
が
管

理
、
執
行
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
す
で

に
市
長
部
局
へ
の
移
行
を
実

施
さ
れ
て
い
る
津
山
市
と
、

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

を
め
ざ
し
て
活
動
さ
れ
て
い

る
岡
山
市
吉
備
公
民
館
を
８

月
11
日
と
12
日
、
視
察
し
ま

し
た
。

岡
山
県
津
山
市

　

従
来
の
市
行
政
組
織
機
構

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
大

幅
な
機
構
改
革
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
一
環
と
し
て
、

事
務
事
業
を
抱
え
す
ぎ
て
い

る
教
育
委
員
会
部
局
か
ら
可

能
な
も
の
を
市
長
部
局
に
移

行
し
、
学
校
教
育
部
門
、
青

少
年
育
成
・
文
化
財
保
護
分

野
を
教
育
委
員
会
部
局
に
特

化
し
ま
し
た
。

①
子
ど
も
施
策
の
一
元
化

幼
稚
園
担
当
→
市
長
部
局

子
ど
も
保
健
部
子
ど
も
課

に
移
管

②
学
校
教
育
へ
の
特
化

ス
ポ
ー
ツ
課
→
市
長
部
局

環
境
福
祉
部
に
移
管

文
化
課
→
市
長
部
局
経
済

文
化
部
文
化
振
興
課
に
移

管
③
地
域
づ
く
り
は

　
　
　

人
づ
く
り
か
ら

社
会
教
育
課
→
市
長
部
局

地
域
振
興
部
生
涯
学
習
課

と
し
て
移
管

人
権
教
育
課
→
総
務
部
人

権
啓
発
課
に
移
管

　

今
年
４
月
か
ら
の
移
行
で

あ
り
、
現
状
は
、
教
育
委
員

会
が
策
定
し
た
教
育
方
針

に
基
づ
い
て
お
り
、
移
管
業

務
の
執
行
は
原
課
で
行
な
い

教
育
委
員
会
は
補
助
執
行
を

行
っ
て
い
る
等
の
説
明
を
受

け
、
経
過
や
課
題
展
望
等
に

つ
い
て
質
問
形
式
で
研
修
し

ま
し
た
。

岡
山
市
吉
備
公
民
館

　

全
国
的
に
社
会
教
育
、
公

民
館
活
動
の
先
進
的
取
り
組

み
が
知
ら
れ
る
岡
山
市
は
、

中
央
公
民
館
と
中
学
校
区
を

単
位
と
す
る
地
区
館
36
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡山県津山市役所

岡山市吉備公民館

ま
ち
づ
く
り
と
教
育
行
政

　
　
　
　
　
　
　

先
進
地
研
修

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
吉
備
公

民
館
に
お
い
て
中
央
公
民
館

館
長
補
佐
の
出
席
を
得
て
岡

山
市
全
体
の
公
民
館
活
動
を

含
め
た
説
明
を
受
け
研
修
を

行
な
い
ま
し
た
。

♦
新
し
い
公
民
館
像
を
創
造

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、

め
ざ
す
べ
き
社
会
を
共
生
の

社
会
と
捉
え
、
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
。

♦
住
民
に
と
っ
て
公
民
館
は

集
い
の
場
、
学
び
の
場
、
生

涯
活
躍
の
場
で
あ
り
、
そ
こ

で
の
学
び
や
集
い
が
ま
ち
づ

く
り
の
力
と
な
る
。

♦
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人

達
や
団
体
等
へ
の
情
報
発
信

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を

発
揮
す
る
。

♦
専
門
的
な
力
量
を
持
つ
職

員
を
配
置
す
る
と
共
に
、
住

民
側
で
運
営
委
員
会
を
組
織

し
、
住
民
と
職
員
の
協
働
で

機
能
を
実
現
す
る
。

　

こ
う
し
た
目
標
の
も
と
に

種
々
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
行
政
改
革
が
進

む
中
、「
新
し
い
公
共
」
の

提
起
が
求
め
る
も
の
は
住
民

参
画
で
す
が
、
そ
れ
に
至
る

過
程
で
の
行
政
が
関
与
す
べ

き
最
前
線
と
し
て
の
公
民
館

活
動
、
社
会
教
育
の
充
実
の

必
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
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平成 20 年 第 4 回甲賀市議会定例会代表質問
平成 20 年 9 月 4 日

順
番

議席番号 氏　名 会　派　名 質　問　事　項

1   1 番 山岡　光広
日本共産党

甲賀市議員団

１　市民の目線で、市民の暮らしと福祉を守る市政実現をは
かるうえで市長の姿勢について

２　格差と貧困が一層深刻になるなか、市民の暮らしと福祉
をどう守っていくのか。

３　同和行政の終結にむけた課題について

2 17 番 辻　　重治 清風クラブ
１　新市発足４年間の中嶋市政の総括と今後甲賀市のさらな

る発展のための方針を問う。

２　市長選挙に臨んでの思いを問う。

3 13 番 加藤　和孝
公明党

甲賀市議団

１　市長の政治姿勢について

２　学校施設の耐震化促進と防災機能の整備について

３　学校のアレルギー疾患に対する取り組みについて

４　情報バリアフリーの促進について

各会派による

代表質問 目次

  

日
本
共
産
党

山　

岡　

光　

広

市
内
企
業
の
雇
用
実
態（
非
正
規
・
正
規
）調
査
す
べ
き

　

地
方
財
政
危
機
と
国
が
お

し
す
す
め
る
国
民
負
担
増
の

な
か
で
、
市
民
の
暮
ら
し
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
、
地

方
自
治
体
、
特
に
首
長
の

あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
提

起
。
ま
た
貧
困
と
格
差
が
一

層
深
刻
に
な
る
中
、
雇
用
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
国
保
・

障
害
者
福
祉
・
教
育
の
分
野

で
、
具
体
的
な
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
、
切
実
な
要
求
の

実
現
を
求
め
た
。
ま
た
同
和

行
政
終
結
に
む
け
た
課
題
に

つ
い
て
も
追
及
し
た
。

問　

市
内
企
業
の
雇
用
実
態

（
正
規
・
非
正
規
）
に
つ
い

て
、
調
査
す
べ
き
。
派
遣
労

働
な
ど
は
規
制
し
正
規
と
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
。

市
長　

甲
賀
市
就
労
支
援
計

画
を
策
定
す
る
う
え
で
、
必

要
な
の
で
、
企
業
の
協
力

を
得
て
把
握
し
て
い
き
た
い
。

不
安
定
就
労
の
実
態
を
正
規

雇
用
の
形
態
に
変
え
て
い
く

よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

地
上
デ
ジ
タ
ル
に
対
応

す
る
た
め
聴
覚
障
害
者
が
利

用
し
て
い
る
「
目
で
聴
く
テ

レ
ビ
」
の
地
デ
ジ
用
チ
ュ
ー

ナ
ー
「
ア
イ
ド
ラ
ゴ
ン
Ⅲ
」

も
日
常
生
活
用
具
に
認
め
る

べ
き
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
、
性

能
を
確
認
し
た
ら
、
給
付
対

象
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
廃
止
す
る
べ
き
。
ま
た
見

直
し
で
保
険
料
は
軽
減
さ
れ

る
と
し
て
い
る
が
、
同
じ
収

入
世
帯
で
あ
っ
て
も
13
倍
の

格
差
が
あ
る
な
ど
矛
盾
が
あ

る
。
早
急
に
改
善
す
べ
き
。

市
長　

見
直
す
必
要
が
あ
る

が
、
制
度
は
必
要
な
も
の
。

格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。

問　

同
和
の
特
別
対
策
は
や

め
、
必
要
な
施
策
は
一
般
施

策
と
し
て
行
う
べ
き
。「
あ

な
た
は
同
和
地
区
住
民
」
と

認
定
す
る
「
自
立
支
援
委
員

会
」
は
解
散
す
べ
き
。

本
部
長
代
行　

固
定
資
産
の

同
和
減
免
は
、
廃
止
を
含
め

て
今
年
度
中
に
結
論
を
出
す
。

「
自
立
支
援
委
員
会
」
へ
の

行
政
代
表
は
除
い
た
。
同

和
・
人
権
事
業
推
進
協
議
会

を
含
め
て
、
市
が
事
務
局
を

担
っ
て
い
る
こ
と
は
見
直
す

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

♦現行制度
年金収入 収入合計 軽減 所得割額 金等割額 年間保険料 保険料計

Aさん夫 2,600,000
3,020,000

なし 73,295 38,175 111,470
149,645

Aさん妻 420,000 なし 0 38,175 38,175

Bさん夫 1,520,000
3,020,000

均等７割 0 11,452 11,452
22,904

Bさん妻 1,500,000 均等７割 0 11,452 11,452

Cさん夫 2,600,000
2,600,000

なし 73,295 38,175 111,470
149,645

Cさん妻 0 なし 0 38,175 38,175
♦見直し軽減後
Bさん夫 1,520,000

3,020,000
均等8.5割 0 5,726 5,726

11,452
Bさん妻 1,500,000 均等8.5割 0 5,726 5,726
※Aさん夫妻、Cさん夫妻は軽減なし
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各会派による　代表質問
  

清
風
ク
ラ
ブ

辻　
　
　

重　

治

新
市
発
足
４
年
間
の
総
括
を
問
う

  

公
明
党

加　

藤　

和　

孝

中
嶋
市
長
の
政
治
家
と
し
て
の
基
本
理
念
は

　

中
嶋
市
政
の
４
年
間
の
自

己
評
価
と
課
題
を
問
う
。

　

初
代
甲
賀
市
長
就
任
以
来

５
つ
の
町
の
均
衡
あ
る
発
展

を
揚
げ
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
引
き
継
が
れ
た
行
政

課
題
の
実
現
と
市
政
の
土
台

づ
く
り
に
つ
い
て
。

問　

誰
も
が
利
用
で
き
る
交

通
基
盤
の
整
備
。

市
長　

広
域
的
な
整
備
と
、

既
存
す
る
機
能
の
充
実
整
備

の
両
面
か
ら
促
進
を
図
っ
た
。

新
名
神
高
速
道
路
の
早
期
開

通
、
JR
草
津
線
の
駅
舎
整
備

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
の
充
実
を
実
施

し
た
。

問　

人
権
尊
重
と
女
性
の
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
。

市
長　

行
政
委
員
会
の
女
性

割
合
は
、
17
年
度
6
．
1
％

に
対
し
て
20
年
度
は
、
9
．

4
％
で
あ
る
。
市
職
員
の
女

性
管
理
職
の
比
率
は
、
16
年

度
22
．
8
％
で
20
年
度
で
は
、

27
．
5
％
と
し
た
。

人
権
推
進
は
、
各
市

民
団
体
と
連
係
し
強

力
に
取
り
組
ん
だ
。

問　

新
名
神
を
生
か

し
た
産
業
と
観
光
の

振
興
。

市
長　

企
業
誘
致
に

つ
い
て
は
、
新
た
に

37
社
の
進
出
を
得
た
。

工
業
出
荷
額
で
は
、

県
下
一
位
と
な
っ
た
。

土
山
SA
・
甲
南
PA
で
は
、
地

元
特
産
品
が
好
評
を
博
し
て

お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
が
功
を
奏

し
て
い
る
。

問　

教
育
と
福
祉
の
充
実
。

市
長　

子
ど
も
た
ち
の
個
性

を
伸
ば
す
た
め
の
学
習
環
境

を
整
え
た
。
教
育
研
究
所
の

設
立
、
パ
ソ
コ
ン
授
業
の
整

備
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

そ
し
て
大
規
模
改
修
や
耐
震

工
事
を
行
っ
た
。
耐
震
化
率

は
、
92
．
1
％
で
あ
る
。
高

齢
者
福
祉
車
輌
運
賃
や
介
護

用
品
購
入
な
ど
助
成
支
援
策

を
講
じ
た
。

問　

無
駄
を
省
い
た
行
財
政
。

市
長　

一
つ
の
経
営
体
で
あ

り
、
企
業
感
覚
を
持
つ
組
織

と
し
て
、
達
成
目
標
を
明
確

に
し
、「
人
員
」
と
「
財
源
」

の
動
き
が
課
題
の
解
決
と
考

え
る
。

問　

舵
取
り
の
最
も
難
し
い

四
年
間
を
頑
張
っ
て
こ
ら
れ

た
中
嶋
市
長
の
一
期
目
の
成

果
、
政
治
家
と
し
て
の
基
本

理
念
、
二
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
。

市
長　

清
風
ク
ラ
ブ
の
代
表

質
問
で
お
答
え
し
た
よ
う
に

５
つ
の
柱
を
実
行
に
移
し
て

き
た
。
清
潔
と
公
平
・
公

正
・
透
明
を
自
ら
の
行
動
の

原
点
と
し
、「
人
の
心
を
大

切
に
す
る
愛
の
あ
る
行
政
」

と
い
う
理
念
を
貫
い
て
き
た
。

子
育
て
支
援
策
な
ど
甲
賀
市

の
発
展
、
市
民
の
幸
せ
の
た

め
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
を

公
約
と
し
て
お
示
し
す
る
。

問　

学
校
施
設
の
耐
震
化
計

画
を
前
倒
し
で
進
め
、
可
能

な
財
政
支
援
制
度
を
利
用
し

て
防
災
機
能
の
整
備
を
図
る

べ
き
で
は
。

教
育
長　

耐
震
診
断
未
実
施

の
校
舎
・
体
育
館
は
６
校
９

棟
あ
る
。
平
成
22
年
度
ま
で

に
耐
震
診
断
を
完
了
し
、
倒

壊
の
危
険
性
の
高
い
建
物
に

つ
い
て
優
先
的
に
耐
震
化
を

図
る
。

総
務
部
長　

防
災
資
機
材
は

発
電
機
が
計
画
数
64
に
対
し

保
有
数
51
台
、
浄
水
設
備
が

計
画
数
18
に
対
し
保
有
数
13

台
で
あ
り
、
財
政
支
援
制
度

を
活
用
し
て
必
要
数
を
確
保

す
る
。

問　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を

起
こ
す
子
ど
も
さ
ん
の
応
急

治
療
薬
「
エ
ピ
ペ
ン
」
を
学

校
職
員
に
打
っ
て
欲
し
い
と

い
う
声
が
全
国
的
に
強
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
。

教
育
長　

現
在
の
と

こ
ろ
本
市
に
は
「
エ

ピ
ペ
ン
」
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
は
い

な
い
が
、
今
後
ど
う

対
応
す
べ
き
か
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

県
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

市
民
に
提
供
す
る
活
字

情
報
に
音
声
コ
ー
ド
を
添
付

し
、
音
声
コ
ー
ド
読
取
装
置

を
必
要
窓
口
に
設
置
し
て
視

覚
障
害
の
あ
る
方
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長　

情
報
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
の
観
点
か
ら
音
声

コ
ー
ド
の
普
及
は
必
要
で
あ

り
、
音
声
コ
ー
ド
読
取
装
置

と
音
声
読
書
機
の
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
当
事
者
等
の
要
望

も
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

整備された JR 甲賀駅

音声コード読取装置
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平成 20 年 第 4 回甲賀市議会定例会一般質問
平成 20 年 9 月 8 日・9 日

一般質問

順
番 議席番号 氏　名 質　問　事　項

１ ５番 鵜飼　　勲

１　一般質問において具現化された施策の評価と検討施策の課題について

２　公有財産の処分とその経緯について

３　貴生川駅南口開発と飯道山系の観光振興整備の具体的ビジョンについて

２ 21 番 安井　直明

１　原油値上げに伴なう影響について

２　国民健康保険の高額療養費貸付金の貸付規則を見直せ

３　青土ダムエコーバレーの便所を改修せよ

４　遊休土地の利用拡大を図れ

５　多重債務者の相談窓口を増やし、生活安定を図り、もって、収納率の向上につ
なげよ

３ 23 番 白坂萬里子
１　地球温暖化対策について

２　地域通貨の利用と促進について

４ 11 番 小松　正人

１　市営住宅の建設促進と空室の補修工事を行い、入居希望者に応えよ

２　雇用促進住宅 “ 水口宿舎 ” の突然の廃止問題について

３　個人・生産団体を包括する新たな病害虫防除体制の確立と防除の徹底について

４　09 年度からの介護保険の「見直し」の焦点と「介護とりあげ」等の是正につ
いて

５ 20 番 中西弥兵衛

１　「新たな公」による地域づくりの実現に向けた本市の方針を問う

２　本市における人事管理の方針と人材（職員）育成に向けた取りくみについて

３　農商工連携促進法にもとづく本市内の取りくみ状況と後方支援の考え方を問う

６ ７番 木村　泰男 １　若者の地元定着と教育施策

７ 14 番 野田　卓治 １　区、自治会組織のないところへの対応は

８ ６番 土山　定信 １　土山町内の独自のイベント観光を今後は

９ 19 番 村山　庄衛 １　甲賀市の環境（地球温暖化防止対策）施策について

10 24 番 岩田　孝之 １　甲賀市の防災組織について

目次
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10人の議員が登壇

◎より詳細な内容はインターネット・甲賀市ホー
ムページの市議会（議会中継）で本会議の模様
をご覧いただけます。

市政を問う

http://www.city.koka.shiga.jp/

鵜飼　勲 議員

QA

一
般
質
問
答
弁
の
顛
末
は

愛
の
あ
る
市
政
を
…

問　

壇
上
で
の
一
般
質
問
に

お
い
て
具
現
化
さ
れ
た
施
策
、

既
に
具
現
化
さ
れ
て
い
た
施

策
の
成
果
と
評
価
お
よ
び
今

後
検
討
す
る
と
し
て
答
弁
を

受
け
た
施
策
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
の
設

立
・
特
定
不
妊
治
療
に
対
す

る
助
成
支
援
・
甲
賀
市
職
員

提
案
制
度
の
推
進
・
暴
力
団

追
放
甲
賀
湖
南
市
民
会
議
の

設
立
・
全
市
立
学
校
へ
の

A
E
D
導
入
・
滞
納
特
別
対

策
推
進
本
部
の
設
置
な
ど
積

極
的
な
福
祉
・
教
育
・
安
心

安
全
の
市
民
生
活
の
向
上
に

つ
な
が
る
愛
の
あ
る
市
政
の

施
策
に
取
り
組
み
着
実
な
成

果
が
あ
っ
た
も
の
と
評
価
を

し
て
い
る
。
今
後
検
討
す
る

と
し
て
答
弁
し
た
水
口
ス

ポ
ー
ツ
の
森
運
動
公
園
の
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
陸

上
競
技
場
の
外
周
道
路
の
完

成
と
同
時
期
に
対
応
す
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
行
政
評
価

制
度
を
活
用
し
た
定
期
的
点

検
評
価
に
つ
い
て
は
適
宜
、

財
務
諸
表
な
ど
の
資
料
提
出

の
報
告
に
よ
り
経
営
状
況
の

点
検
を
行
っ
て
い
る
。
道
交

法
改
正
に
伴
う
幼
児
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
促
進
啓
発
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
、
指
導
啓
発
を
行
う
。

　

公
有
財
産
の
処
分
と
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
、
貴
生
川
駅

南
口
開
発
と
飯
道
山
山
系
の

観
光
振
興
整
備
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

◎傍聴のご案内
　本会議は原則として公開されています。議会
を傍聴することにより、市政の方針を知った
り、市議会の活動に触れていただくことが出
来ます。ぜひ市議会の傍聴にお越しください。

一 般 質 問

貴生川駅南口開発の核となるJR貴生川駅
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一 般 質 問

白
坂
萬
里
子 

議
員

Q

Q

A

A

Q

A

地球温暖化対策に
ついて

取り組みをすすめている

原
油
値
上
げ
に
伴
な
う
対
策
は

「
水
口
宿
舎
」、

　
　

強
制
退
去
は
さ
せ
る
な

福
祉
灯
油
券
は
継
続
す
る

混
乱
を
与
え
な
い
よ
う
申
し
入
れ
る

問　

原
油
を
は
じ
め
諸
物
価

の
高
騰
で
、
農
業
な
ど
市
民

の
く
ら
し
が
た
い
へ
ん
だ
。

援
助
を
せ
よ
。

市
長　

昨
年
同
様
、
福
祉
灯

油
券
は
継
続
し
た
い
。

高
額
療
養
費
貸
付
の
拡
大
を

問　
「
夫
が
入
院
し
、
医
療

費
の
支
払
が
高
額
と
な
り

困
っ
て
い
る
」
願
い
に
こ
た

え
、
高
額
療
養
費
貸
付
の
拡

大
を
。

市
民
環
境
部
長　

税
の
未
納

は
対
象
者
外
だ
っ
た
が
、
分

納
誓
約
で
き
ち
っ
と
納
付
さ

れ
て
い
る
人
は
、
納
付
さ
れ

た
人
と
同
様
対
象
者
と
す
る
。

汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
に

問　
「
不
衛
生
で
汲
み
取
り

便
所
を
何
と
か
し
て
ほ
し

い
」
切
実
な
ね
が
い
が
寄
せ

ら
れ
た
。
青
土
ダ
ム
エ
コ
ー

バ
レ
ー
の
汲
み
取
り
便
所
を

改
修
せ
よ
。

問　
「
水
口
宿
舎
」
お
よ
び

「
笹
ヶ
丘
宿
舎
」
を
管
理
す

る
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

（
前
身
は
雇
用
促
進
住
宅
）

は
、
特
に
水
口
宿
舎
の
廃
止

お
よ
び
譲
渡
を
決
定
し
、
入

居
者
に
契
約
更
新
を
拒
否
し

て
退
去
・
明
け
渡
し
を
通
知

し
て
き
た
た
め
、
不
安
と
怒

り
が
あ
る
。
市
は
、
ど
う
受

け
と
め
て
い
る
か
。
ま
た
説

明
を
受
け
た
か
。

市
長　

７
月
30
日
に
機
構
よ

り
水
口
宿
舎
廃
止
の
説
明
を

受
け
た
。
ま
た
譲
渡
に
向
け

機
構
が
鑑
定
評
価
を
実
施
し

て
い
る
。
結
果
の
報
告
が
あ

る
。

問　

国
の
入
居
者
の
居
住

権
・
生
存
権
を
奪
う
暴
挙
は

白
紙
に
も
ど
せ
と
申
し
入
れ

よ
。

市
長　

廃
止
は
機
構
が
責
任

も
っ
て
対
応
す
べ
き
。
高
齢

者
や
転
居
先
の
定
ま
ら
な
い

入
居
者
に
混
乱
を
与
え
な
い

建
設
部
長　

バ
ン
ガ
ロ
ー
の

改
修
が
終
わ
れ
ば
、
便
所
の

水
洗
化
を
検
討
す
る
。

市
の
遊
休
土
地
の
利
用
促
進
を

問　

何
度
も
質
問
し
て
い
る
、

遊
休
土
地
の
把
握
と
利
用
拡

大
を
は
か
れ
。

財
政
部
長　

土
地
カ
ル
テ
を

作
り
、
利
用
拡
大
に
努
め
る
。

多
重
債
務
者
の
相
談
窓
口
を

問　

く
ら
し
が
た
い
へ
ん
、

多
重
債
務
者
の
悩
み
に
心
を

寄
せ
、
相
談
窓
口
と
職
員
の

研
修
を
実
施
せ
よ
。

市
民
環
境
部
長　

窓
口
は
先

進
地
を
も
と
に
研
究
す
る
、

研
修
は
検
討
す
る
。

こ
と
、
入
居
期
間
延
長
も
含

め
、
国
、
関
係
機
関
に
申
し

入
れ
る
。

そ
の
他
、

◦
市
営
住
宅
の
建
設
促
進
と

あ
き
室
の
補
修
、
住
宅
困

窮
者
へ
の
優
先
入
居

◦
病
害
虫
防
除
で
近
隣
住
宅

へ
の
徹
底
周
知
。

◦
介
護
保
険
の
見
直
し
と
改

善
を
国
へ
要
望
せ
よ
と
質

問
し
た
。

問　

国
会
で
の
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
の
改
正
に
よ
り

本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
考
え
か
。

市
長　

京
都
議
定
書
の
約
束

期
が
目
標
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
時

期
に
き
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
・
事
業
所
や
市
民
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
に

か
か
る
取
り
組
み
・
公
共
交

通
機
関
の
利
便
性
・
廃
棄
物

の
排
出
抑
制
に
つ
い
て
、
万

全
を
期
し
つ
つ
取
り
組
み
、

甲
賀
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
な
ど

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問　

本
市
に
お
い
て
も

「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
」

を
制
定
し
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
全
市
民
が
考
え

行
動
す
る
日
に
し
て
は
。

市
長　

本
年
は
、
11
月
15
日

開
催
の
「
環
境
フ
ェ
ス
タ
」

の
日
を
二

酸
化
炭
素

削
減
に
向

け
た
幅
広

い
運
動
が

で
き
る
よ

う
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

日
と
し
た
い
。

問　

地
域
通
貨
制
度
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
一
環
と

し
て
助
け
あ
う
シ
ス
テ
ム
作

り
が
必
要
と
思
う
が
、
制
度

の
考
え
は
。

市
長　

地
域
の
中
で
、
お
互

い
に
助
け
あ
い
、
支
援
し
て

ゆ
く
ご
近
所
ど
お
し
の
福
祉

を
進
め
る
こ
と
で
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
甲
賀
市

地
域
福
祉
推
進
計
画
」
を
策

定
し
た
。
地
域
通
貨
は
長
年

に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
市
民

の
協
力
が
な
け
れ
ば
流
通
し

な
い
こ
と
か
ら
、
十
分
協
議

を
行
い
、
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

安井直明 議員

小松正人 議員

土山町　青土ダム
エコーバレーの汲み取り便所

雇用・促進住宅水口宿舎（右側）

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです
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一 般 質 問

野
田
卓
治 

議
員

中
西
弥
兵
衞 
議
員

Q

Q

A

A

区、自治会組織の
ないところへの対応は

「新たな公」による
地域づくりは

必要性は大きく、加入
を促す

体制の充実化を図る

若
者
の
地
元
定
着
は

甲
賀
市
に
は
夢
と
元
気
が
あ
る

　

県
教
委
教
育
次
長
で
も

あ
っ
た
國
松
教
育
長
に
、
市

内
の
労
働
力
確
保
に
関
わ
り
、

若
者
の
地
元
定
着
と
市
の
教

育
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問　

中
学
卒
業
後
の
地
元
定

着
率
と
追
跡
調
査
な
ど
に
よ

る
進
路
把
握
と
、
課
題
を
抱

え
た
若
者
へ
の
ケ
ア
は
。

教
育
長　

社
会
人
ま
で
追
跡

し
て
の
進
路
把
握
は
無
理
。

課
題
を
持
つ
生
徒
へ
は
中
高

連
携
し
た
指
導
を
実
施
。

問　

若
者
の
地
元
定
着
と
市

内
高
校
へ
の
進
学
推
進
を
。

教
育
長　

地
元
定
着
に
は
郷

土
愛
を
育
む
教
育
と
若
者
が

魅
力
を
感
じ
る
町
づ
く
り

が
大
切
。
甲
賀
市
に
は
夢
と

元
気
が
あ
る
。
中
高
の
連
携

は
県
内
で
最
も
進
ん
で
お
り
、

７
割
が
地
元
高
校
に
学
ぶ
。

問　

外
国
人
児
童
生
徒
の
就

学
状
況
と
学
校
で
の
配
慮
は
。

教
育
長　

１
９
７
人
が
小
中

に
在
籍
、
６
割
の
子
ど
も
達

が
日
本
語
を
話
せ
ず
、
２
校

に
日
本
語
教
室
、
必
要
に
応

じ
非
常
勤
講
師
を
配
置
。

問　

高
校
再
編
に
か
か
る
市

教
委
の
対
応
は
。

教
育
長　

学
校
は
設
置
者
の

権
限
と
責
任
で
管
理
・
運
営

さ
れ
る
。
意
見
を
求
め
ら
れ

れ
ば
、
積
極
的
に
意
見
を
述

べ
、
市
民
の
声
を
伝
え
た
い
。

問　

教
育
施
策
の
激
変
を
ど

う
捉
え
れ
ば
よ
い
か
。

教
育
長　

家
庭
で
の
子
育
て

と
地
域
の
教
育
力
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
た
。
学
校
教
育

で
は
体
験
活
動
の
充
実
と
道

徳
性
の
涵か
ん
よ
う養
が
特
に
大
切
。

問　
　

①
区
、
自
治
会
の
な
い
地
域

は
ど
れ
だ
け
か
。

②
区
、
自
治
会
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
る
も
の
は
。

③
新
聞
折
込
と
区
、
自
治
会

配
布
の
考
え
方
は
。

④
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

⑤
地
域
要
望
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
。

⑥
組
織
の
な
い
地
域
の
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
。

⑦
民
生
委
員
、
災
害
時
要
援

護
者
情
報
な
ど
の
対
応
は
。

⑧
今
後
開
発
に
向
け
て
の
対

応
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　
　

①
水
口
地
区
で
は
北
泉
、
的

場
、
南
林
口
、
古
城
ヶ
丘

の
車
谷
、
土
山
地
域
で
は

問　

今
年
七
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
国
土
形
成
計
画
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
新
た

な
公
」
に
つ
い
て
、
市
民
活

動
団
体
の
現
況
と
今
後
の
取

り
組
み
手
法
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長　

市
内
に
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
21
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
2
6
2
団
体
が

あ
り
多
方
面
に
わ
た
り

活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
は
市
内
1
9
9
の

区
、
自
治
会
を
協
働
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

「
新
た
な
公
」
を
包
括

す
る
「
地
域
振
興
会
」

な
る
組
織
作
り
に
つ
い

て
模
索
し
た
い
。

問　

地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
援
し
地
域
再

香
野
団
地
の
５
箇
所
と
把

握
し
て
い
る
。

②
「
広
報
あ
い
こ
う
か
」
を

除
き
、
市
役
所
の
各
課
か

ら
の
お
願
い
や
お
知
ら
せ
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
人
権

セ
ン
タ
ー
、
防
犯
自
治
会

な
ど
の
広
報
紙
で
あ
る
。

③
「
広
報
あ
い
こ
う
か
」
は

自
治
会
配
布
を
考
え
て
い

な
い
。

④
集
合
住
宅
等
に
お
い
て
は
、

家
主
に
対
し
、
対
応
を
求

め
る
し
か
な
い
。

⑤
要
望
は
、
直
接
相
談
す
る

か
、
市
長
へ
の
手
紙
な
ど

で
お
願
い
す
る
。

⑧
今
後
に
つ
い
て
は
、
宅
地

開
発
申
請
時
に
、
自
治
会

の
組
織
づ
く
り
を
要
請
、

自
治
会
へ
の
加
入
啓
発
を

す
る
。

生
を
図
る
た
め「
新
た
な
公
」

へ
の
期
待
は
大
き
い
。
現
在

活
動
中
の
各
種
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
多
様
な
主
体
と
連
携

を
図
り
新
た
な
協
働
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

企
画
部
長　

本
市
に
お
い
て

も
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
中
山
間
地
域
に
お

け
る
居
住
環
境
の
保
全
が
困

難
と
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
今

後
は
市
民
、
活
動
団
体
、
自

治
会
、
企
業
等
が
互
い
に
尊

重
し
協
力
し
、
助
け
合
う
社

会
を
め
ざ
す
た
め
本
年
度
に

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

懇
話
会
」
を
設
立
し
体
制
の

充
実
化
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

木村泰男 議員

QA

甲賀の将来を担う若者達

行政

ＮＰＯ 団体

住民 企業

「新たな公」の
活動領域

（新たな公のしくみ）

＜これから＞

国土形成計画（全国計画）
「新たな公」を基軸とする地域づくり

自治会組織のない地域
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一 般 質 問

村
山
庄
衛 

議
員

Q

Q

A

A

Q

A

甲賀市の環境施策に
ついて

「地球温暖化防止対策
実行計画」を策定

土
山
町
の
イ
ベ
ン
ト
は

甲
賀
市
消
防
団
の
評
価
に
つ
い
て

創
意
と
工
夫
に
よ
り
継
続
さ
れ
た
財
産

市
民
か
ら
絶
大
な
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

問　

土
山
町
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
つ
い
て
。

市
長　

あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ

ン
・
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大

会
・
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
創
意

と
工
夫
に
よ
り
継
続
さ
れ
た

財
産
で
あ
り
甲
賀
市
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
大
切
に
し
て
守

り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
実
行
委
員
会
を
は

じ
め
各
関
係
団
体
が
、
市
と

の
連
携
を
さ
ら
に
密
接
に
保

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　

甲
賀
市
の
観
光
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
開
く
と
、

観
光
地
の
案
内
図
が
わ
か
り

に
く
い
が
。

産
業
経
済
部
長　

よ
り
わ
か

り
や
す
く
新
し
い
情
報
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ

ム
開
発
業
者
と
調
整
を
進
め

て
い
る
。

問　

斎
王
群
行
の
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
。

教
育
長　

あ
い
の
土
山
斎
王

群
行
は
歴
史
的
遺
産
で
あ
り

大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
本
行
事
を
歴
史
的

再
現
と
位
置
づ
け
る
か
、
文

化
遺
産
を
継
承
し
な
が
ら
集

客
性
を
高
め
て
、
町
お
こ
し

に
す
る
か
は
、
今
後
の
あ
り

方
も
含
め
議
論
を
深
め
る
時

期
が
き
て
い
る
と
私
は
考
え

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

市
が
主
導
的
に
す
る
の
で
は

な
く
、
地
元
の
方
々
と
議
論

を
深
め
て
、
甲
賀
市
活
性
化

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
方

向
を
見
出
し
た
い
。

問　

甲
賀
市
の
温
暖
化
防
止

対
策
に
お
け
る
基
本
方
針
を

問
う
。

市
長　

甲
賀
市
総
合
計
画
に

も
と
づ
き
、
自
然
環
境
を
大

切
に
し
て
、
美
し
い
風
土
を

守
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

る
。
温
暖
化
防
止
に
お

い
て
は
省
資
源
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

重
点
目
標
と
す
る
。

問　

本
市
政
４
年
間
の

施
策
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

市
長　

主
な
取
組
み

「
環
境
保
全
協
定
の
締

結
」

市
内
33
事
業
所
と

「
甲
賀
市
環
境
審
議
会
」

の
設
置　

環
境
の
保
全
と
創

造
に
関
す
る
調
査
、
審
議
す

る
10
名
に
よ
る
委
員
で
構
成
。

「
甲
賀
市
環
境
基
本
条
例
」

環
境
に
関
す
る
施
策
の
基
本

的
な
考
え
。

「
甲
賀
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
」
の
策
定
。
市
が

実
施
す
る
事
務
や
事
業
で
平

成
17
年
度
を
基
準
に
23
年
度

に
は
二
酸
化
炭
素
排
出
を

10
％
削
減
す
る
。

問　

学
校
教
育
に
お
け
る
取

り
組
み
は
。

市
長　

身
近
な
環
境
教
育
を

地
域
や
家
庭
の
活
動
と
結
び

つ
け
地
球
環
境
の
大
切
さ
を

学
習
さ
せ
る
。

土山定信 議員

岩田孝之 議員問　

合
併
後
、
５
つ
の
町
の

消
防
団
が
甲
賀
市
消
防
団
と

し
て
１
つ
に
ま
と
ま
り
、
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
頂
い

て
い
る
こ
と
、
今
年
も
滋
賀

県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
お

い
て
、
信
楽
方
面
隊
多
羅
尾

分
団
が
悲
願
の
優
勝
を
果
た

し
、
甲
賀
市
消
防
団
が
、
３

年
連
続
県
大
会
優
勝
と
い
う

輝
か
し
い
成
績
を
挙
げ
て
頂

い
た
。
中
嶋
市
長
は
、
こ
れ

ら
の
活
動
と
実
績
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

消
防
団
は
火
災
の
消

火
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
震

や
風
水
害
等
、
大
規
模
災
害

時
の
救
助
救
出
活
動
、
避
難

誘
導
、
災
害
防
御
活
動
な
ど
、

市
民
の
安
心
安
全
の
確
保
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
頂
い

て
い
る
。

　

消
防
団
員
の
現
場
で
の
活

動
の
裏
に
は
現
場
を
想
定

し
て
の
日
常
の
厳
し
い
訓
練

が
あ
り
、
特
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
県
消
防
操
法
訓
練

大
会
で
は
素
晴
ら
し
い
成
績

を
挙
げ
、
県
下
に
甲
賀
市
消

防
団
の
名
を
轟
か
せ
て
頂
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
、
郷
土
愛

に
燃
え
た
陰
の
努
力
が
評
価

さ
れ
市
民
か
ら
絶
大
な
信
頼

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
機
材
、

装
備
等
、
そ
の
機
能
が
充
分

発
揮
で
き
る
よ
う
財
政
の
許

す
範
囲
で
優
先
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
。

地域における農地水環境の取組み

あいの土山斎王群行
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他市町からの受け入れ
◦ 岡山・瀬戸内市議会（議会広報編集特別委員会）	20.８.８
	 −議会だより編集・意見交換

◦ 新潟・十日町市議会（日本共産党十日町市議団）	 20.８.７
	 −信楽焼の現況について

◦ 神奈川・小田原市議会（議会運営委員会）	 …… 20.７.８
	 −議会運営　インターネット中継について

◦ 兵庫・猪名川町議会
　　　　（新名神高速道路対策特別委員会）……… 20.５.15
	 −新名神建設に伴う周辺対策について

◦ 神奈川・座間市議会（議会運営委員会）	 ……… 20.５.14
	 −インターネット中継・対面議会について

◦ 東京・東村山市議会（議会運営委員会）	 ……… 20.４.22
	 −インターネット中継について

◦ 東京・瑞穂町議会（公明党）	 …………………… 20.２.８
	 −行政改革全般について

◦ 埼玉・蓮田市議会（日本共産党）	 ……………… 20.２.７
	 −合併後の財政について

◦ 愛知・稲沢市議会（行動優先夢会議）	 ………… 20.２.５
	 −議会改革・男女共同参画について

◦ 栃木・宇都宮市議会（農業振興調査特別委員会）	 20.２.１
	 −集落営農（酒人ふぁーむ）

◦ 長野・諏訪市議会（議会運営委員会）	 ………… 20.１.22
	 −合併後の経過とその評価

◦ 山口・萩市議会（行財政改革調査特別委員会）	 19.11.19
	 −行政改革全般・観光行政について

◦ 静岡・焼津市議会（建設経済常任委員会）	 …… 19.11.15
	 −有害鳥獣対策の取り組みについて

◦ 島根・江津市議会（政友クラブ）	 ……………… 19.11.６
	 −ラブアースこうか2007について

◦ 埼玉・蕨市議会（総務常任委員会）	 …………… 19.11.５
	 −インターネット中継について

◦ 広島・東広島市議会（議会会報委員会）	 ……… 19.10.23
	 −議会だより・議会ＨＰ編集について

◦ 福岡・田川市議会（総務文教委員会）	 ………… 19.10.18
	 −法令遵守の推進条例について

◦ 徳島・吉野川市議会（日本共産党	新清クラブ）	 19.10.11
	 −あいこうか緊急メールについて

◦ 埼玉・久喜市議会（議会運営委員会）	 ………… 19.７.31
	 −インターネット中継・議会運営について

◦ 宮城・美里町議会（産業建設常任委員会）	 …… 19.７.13
	 −甲賀市農業振興の概要について・酒人ふぁーむ

◦ 長野・安曇野市議会（環境経済委員会）	 ……… 19.７.10
	 −生ごみ堆肥化・BDF事業について

◦ 佐賀・唐津市議会（新市建設計画特別委員会）	 19.７.４
	 −合併後の新市建設計画について

交通対策特別委員会

総 務 常 任 委 員 会

新名神地域振興特別委員会

文 教 常 任 委 員 会

　平成 19 年 10 月９日〜
10 日に岐阜県郡上市と愛
知県三好町にてデマンド
バスについて視察。

　平成 19 年 10 月 30 日に
三重県伊賀市にて議会基
本条例について視察。

　平成 20 年 8 月 5 日〜 6
日に岐阜県美濃加茂市、郡
上市および富山県砺波市
にて高速道を生かした工
業団地の造成、SAの管理
運営などについて視察。

　平成 20 年８月 11 日〜
12 日に岡山県津山市と岡
山市にて自治体の教育政
策と公民館の取り組みに
ついて視察。

　全国各地の市町議会から甲賀市の取り組みについて、視察・
研修に来られています。また甲賀市議会の常任委員会・特別
委員会も、全国各地の先進的な取り組みについて研修を実施
しています。こうした活動を通じて、交流を深め、お互いの
市政発展に生かしています。研修往来研修往来

　甲賀市議会が発行する「議会だより」について、岡山県瀬
戸内市議会から研修に来られました。広報特別委員会が中心
となって、企画・取材・原稿執筆・編集・校正に至るまで携
わっている「議会広報紙」は全国でも限られています。

甲賀市議会「議会だより」研修に

17 市議会だより　No.16



　
「
お
盆
に
東
京
か
ら
帰
っ

て
き
た
息
子
は
、
新
名
神
の

高
速
バ
ス
を
利
用
し
安
く
て

便
利
だ
っ
た
、
と
言
っ
て
い

た
」。
う
れ
し
い
声
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
道
路
が
開
通

し
、
早
く
も
半
年
以
上
が
過

ぎ
ま
し
た
。
通
行
量
も
当

初
の
計
画
を
大
き
く
上
回
り
、

１
日
平
均
２
万
９
千
台
が

走
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
20
日
に
運
行
が
始

ま
っ
た
高
速
バ
ス
も
、
上
り

線
23
本
、
下
り
線
24
本
と
便

数
・
路
線
も
増
え
身
近
に
な

り
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
で
は
、
交
通
ア
ク

セ
ス
の
向
上
を
図
り
、
高
齢

者
や
子
ど
も
な
ど
誰
も
が
新

名
神
高
速
バ
ス
を
利
用
し
や

す
い
よ
う
検
討
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
検
討
は
、
取
り
付
け

道
路
の
市
道
移
管
手
続
き
を

経
て
、
今
年
の
11
月
か
ら
、

　

高
速
道
路
が
開
通
し
た
と

い
う
共
通
点
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
岐
阜
県
美
濃
加
茂

市
、
富
山
県
砺
波
市
を
中
心

に
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の

全
線
開
通
に
か
か
る
先
進
地

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
８
月
５

日
・
６
日
に
企
業
誘
致
や
観

光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

　

美
濃
加
茂
市
は
、
東
海
環

状
自
動
車
道
と
つ
な
が
り
、

交
通
の
便
利
さ
か
ら
、
住
居
、

商
業
、
工
業
、
集
合
水
田
、

公
園
エ
リ
ア
な
ど
を
設
け
た

新
産
業
集
積
ゾ
ー
ン
が
約
74

ha
で
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
静

か
な
丘
陵
地
が
乱
開
発
の
懸

念
と
未
利
用
地
の
有
効
活
用

か
ら
、
区
画
整
理
組
合
を
設

立
し
着
手
し
た
運
び
に
つ
い

て
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営
す

る
、
ひ
る
が
の
高
原
SA
は
、

お
客
様
に
い
か
に
来
て
い
た

だ
き
、「
想
い
出
の
場
所
」

と
す
る
か
を
創
り
だ
す
た
め
、

民
間
の
発
想
を
大
切
に
し
て

い
る
と
の
事
で
す
。
お
金
を

か
け
な
く
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
県
砺
波
市
で

は
、
肥
沃
な
農
地
に
「
屋
敷

林
」
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
多

く
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
自
然

と
文
化
が
観
光
の
基
本
。
市

民
の
口
コ
ミ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
そ
し
て
民
間
活
力

の
利
活
用
が
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
環
境

お
よ
び
廃
棄
物
対
策
を
中
心

に
広
く
公
害
問
題
や
環
境
問

題
に
注
目
し
、
調
査
活
動
を

続
け
る
方
向
性
を
確
認
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
委
員
会
で

は
、
主
に
県
環
境
事
業
公
社

の
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
＝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋

賀
の
進
捗
状
況
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
は
、
①
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
の
開

業
（
10
月
30
日
）
後
の
展
開
、

環
境
調
査
や
、
搬
入
廃
棄
物

の
量
的
変
化
の
追
跡
を
し
ま

す
。

②
市
内
に
６
ヶ
所
あ
る
中
間

処
理
施
設
の
現
状
調
査
を
し

ま
す
。

③
環
境
に
関
し
て
は
、
散
在

性
ゴ
ミ
の
問
題
、
不
燃
物

処
理
場
の
実
態
を
調
べ
ま
す
。

な
お
、
課
題
発
生
の
時
は
、

集
中
し
て
調
査
な
ど
す
す
め

ま
す
。

　

中
間
処
理
施
設
の
２
事
業

所
を
８
月
19
日
、
視
察
し
ま

し
た
。

①
エ
コ
ヤ
ー
ド
ル
ー
ト
ワ
ン

は
土
山
に
あ
り
、
木
く
ず
を

チ
ッ
プ
化
し
、
需
要
が
増
え

フ
ル
操
業
で
す
。

②
水
口
テ
ク
ノ
ス
で
は
特
に

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
扱
っ
て

固
形
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
し
た
。

交通対策
特別委員会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

新
名
神
の
更
な
る
連
携
を

新名神
地域振興

特別委員会

東
海
北
陸
自
動
車
道
を

行
政
視
察

環境・廃棄物
対策特別
委員会

市
内
企
業
の

中
間
処
理
施
設
を
視
察

特別委員会・組合議会の動き

環境・廃棄物対策特別委員会の視察

貴
生
川
北
口
か
ら
朝
１
便
、

近
江
土
山
駅
か
ら
６
便
を
土

山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
バ
ス

を
運
行
す
る
計
画
で
す
。

　

バ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、

前
日
ま
で
に
利
用
申
込
が
必

要
で
、
予
約
の
あ
る
場
合
の

み
運
行
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
利
用
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

土山 SA の高速バスのりば

砺波市での研修

182008.11



　

地
域
情
報
対
策
特
別
委
員

会
で
は
、
全
市
内
を
視
野
に

入
れ
た
通
信
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。
２
０
１
１
年
７
月
の
地

デ
ジ
全
面
移
行
の
時
期
と
も

か
か
わ
っ
て
、
そ
の
決
断
が

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
基
本
的
方
向
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
内

事
業
者
を
核
と
し
た
基
盤
整

備
は
、
困
難
な
要
素
が
多
く
、

時
期
が
迫
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
具
体
化
は
す
す

ん
で
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
大

手
事
業
者
に
よ
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
は
か
な
り
の
地
域

を
カ
バ
ー
し
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
大
手
と
い
え
ど

も
「
自
力
展
開
で
は
整
備
で

き
な
い
」
地
域
も
あ
り
、
全

体
と
し
て
、
基
盤
整
備
を
全

市
内
に
ど
う
張
り
巡
ら
せ
る

の
か
、
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
委
員
会
と
し

て
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
ふ

ま
え
、
市
民
の
意
見
も
聞
き
、

特
別
委
員
会
と
し
て
、「
提

案
」
す
る
方
向
で
、
検
討
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地

デ
ジ
放
送
受
信
が
困
難
地

域
、
大
手
事
業
者
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
を
含
め
て
、
土
山

町
野
上
野
、

甲
賀
町
毛

牧
、
甲
南

町
磯
尾
、

甲
南
町
上

馬
杉
の
４

地
域
に
、

情
報
機
器

や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用

に
関
し
て

ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
決
算
を
は

じ
め
補
正
予
算
、
条
例
や
規

則
の
一
部
改
正
な
ど
を
決
め

る
甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

が
９
月
26
日
開
催
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
度
決
算
の
主
な

も
の
は
、
市
税
滞
納
繰
越
額

の
１
億
円
余
を
徴
収
。
ご
み

処
理
施
設
に
お
い
て
は
年
間

4
万
ト
ン
強
を
処
理
。
消
防

関
係
で
は
土
山
分
署
の
庁
舎

建
設
、
通
信
指
令
施
設
の
移

設
工
事
、
高
規
格
救
急
自
動

車
１
台
の
配
備
で
す
。

　

ご
み
処
分
手
数
料
の
収
入

未
済
額
や
市
税
滞
納
事
務
問

題
な
ど
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
３
６
４
万
９
千
円
の

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
施
設

の
修
繕
、
印
刷
経
費
、
ご
み

処
理
施
設
電
気
料
金
の
値
上

げ
分
な
ど
で
す
。

　

一
般
質
問
で
は
、
安
井
直

明
議
員
が
、
原
油
値
上
げ
に

よ
る
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
影

響
、
老
朽
化
し
て
い
る
し
尿

施
設
の
今
後
に
つ
い
て
、
鹿

深
ホ
ー
ル
の
利
用
状
況
と
駐

車
場
確
保
、
市
税
滞
納
事
務
、

職
員
採
用
や
人
事
異
動
へ
の

外
部
か
ら
の
関
与
は
な
い
か
、

な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。（

文
責　

安
井
直
明
）

　

平
成
20
年
度
第
２

回
公
立
甲
賀
病
院
組

合
議
会
が
９
月
26
日
、

甲
賀
広
域
行
政
組
合

会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案

は
、
情
報
公
開
条
例

な
ど
条
例
の
改
正
議

案
２
件
と
平
成
19
年

度
一
般
会
計
お
よ
び

事
業
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
審
査

の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
決
算

　

歳
入
額　

２
０
９
５
万
円

　

負
担
金

甲
賀
市
１
４
９
５
万
円

湖
南
市　

５
４
０
万
円

　

繰
越
金　
　
　

６
０
万
円

　

歳
出
額　

２
０
２
１
万
円

◆
事
業
会
計
決
算

　

収
益
的
収
入

84
億
４
８
０
９
万
円

　

支
出

84
億
２
４
５
７
万
円

　

当
年
度
純
利
益

２
３
５
０
万
円

　

病
院
利
用
者
は
、
入
院
、

外
来
と
も
減
少
し
ま
し
た
が
、

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
慢
性
的

な
医
師
・
看
護
師
不
足
の
解

消
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

（
文
責　

友
廣　

勇
）

特別委員会・組合議会の動き

地域情報
対策特別
委員会

市
内
全
域
の
通
信
基
盤
整
備
へ

４
地
域
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

甲賀広域
行政組合

議会

安
心・安
全
の
ま
ち
づ
く
り
へ

公立甲賀
病院組合

議会

公
立
甲
賀
病
院
組
合

定
例
議
会
の
報
告

第２回定例議会模様 ( 平成 20 年９月 26 日 )

土
山
分
署
に
配
備
さ
れ
た
救
急
車

パソコン テレビ ラジオ 携帯電話 電話機 FAX その他
野上野 54％ 93％ 11％ 50％ 43％ 25％ 4％
毛　牧 44％ 96％ 33％ 59％ 56％ 22％ 0％
磯　尾 44％ 99％ 32％ 49％ 44％ 13％ 0％
上馬杉 35％ 100％ 25％ 37％ 63％ 10％ 0％
合　計 43％ 98％ 27％ 48％ 51％ 15％ 1％

あなたは、普段どのような情報機器をつかっていますか…
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Vol.12

編 集 後 記編 集 後 記
▶秋も深まり、スポーツ、文化芸術、食欲、
読書、行楽、実りの秋と楽しみの多い季節
です。秋は食欲が進み、ダイエット中の方は、
辛い日々を送る時節となりました。日本酒と
なべものが楽しみな季節到来です。そんな
中ダイエットをかねたスポーツ、行楽で体を
使ったり、歩いたり、自分で楽しめる趣味を
見つけだすいい機会になればと思います。　
　今回 19 年度決算審査の内容を記載してい
ます。課題も多く、新年度予算に生かされ、
ダイエット化と実りのある市政になりますよ
うに期待します。

（広報特別委員　野田卓治）

この広報紙は古紙パルプを配合しています。〒528-8502　滋賀県甲賀市水口町水口6053番地　TEL.0748-65-0654 FAX.0748-63-4373　E-mail:koka111000@city.koka.shiga.jp

●
●
●
●
●
●
●
●

決算特別委員会
議案審議
常任委員会報告
代表質問
一般質問（10名が問う）
研修往来
特別委員会等の動き
くつろぎこうか［シリーズVol.12］
　甲賀の味シリーズ❹

2～3
4～5
6～9

10～11
12～16

17
18～19

20

平成20年（2008）

11 1
おもな内容

甲賀の シリーズ❹

　土山宿場まつりのオープニングを飾ったのは、よさこい演
舞。地元で活動する「あい’S・愛’S・AI’S」（4 年前に結成、
会員約 20 人　表紙の写真）と児童クラブ「大野のこのこク
ラブ」によるコラボがまつりを盛り上げました。

（撮影・山岡光広）
目

よさこい演舞（土山宿場まつり にて）

◆
「
晴
れ
」
の
日
に
は

　
　
「
お
も
ち
」

　

お
正
月
や
、
人
生
の
節
目

な
ど
の
お
祝
い
ご
と「
晴
れ
」

の
日
に
は
、
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
お・

も・

ち・

。
こ
の
お

も
ち
を
地
域
の
特
産
品
と
し

て
、
む
ら
お
こ
し
を
し
て
い

る
の
が
甲
賀
町
小
佐
治
地
区

で
す
。「
甲
賀
の
も
ち
」
の

お
い
し
い
の
に
は
訳
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
古
琵
琶
湖
か
ら
の

　
　
　
　
　

贈
り
も
の

　

甲
賀
の
地
は
、
三
百
万
年

前
の
大
昔
、「
佐
山
湖
」
と

◆
相
性
ピ
ッ
タ
リ

　
「
土
」
と
「
も
ち
米
」

　

も
ち
米
の
品
種
「
滋し

が賀
羽は

二ぶ
た
え重
糯も
ち

」
は
、
多
く
の
品
種

の
中
で
も
最
高
級
と
呼
ば

れ
、
そ
の
特
性
が
こ
の
地
の

土
壌
と
ピ
ッ
タ
リ
と
合
い
、

ね
ば
り
が
強
く
、
き
め
の
細

か
い
、
こ
し
の
あ
る
独
特

の
も
ち
米
が
生
産
さ
れ
、
今

で
は
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。
精
白
後
の
つ
き

べ
り
が
少
な
い
こ
と
や
、
雑

煮
な
ど
に
し
て
も
形
が
く
ず

れ
た
り
、
密
着
し
な
い
な
ど

の
特
長
も
あ
り
、
昭
和
27
年

か
ら
昭
和
末
年
ま
で
、
正
月

ね
ば
り
は
天
下
一
品

ね
ば
り
は
天
下
一
品

ね
ば
り
は
天
下
一
品

用
の
も
ち
を
天
皇
陛
下
へ
献

上
し
続
け
た
歴
史
も
あ
り
ま

す
。

◆
お
も
ち
は

　
　
　

パ
ワ
ー
の
源

　

お
も
ち
の
栄
養
は
、
ほ
と

ん
ど
が
人
間
の
活
動
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
る
炭
水
化
物
で

す
。
搗つ

き
つ
ぶ
し
て
密
度
が

濃
い
か
ら
、
50
グ
ラ
ム
の
お

も
ち
２
個
分
で
、
ご
飯
茶
碗

１
杯
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り
ま

す
。
マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
愛
用

し
て
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す

ね
。

よ
ば
れ
る
古
琵
琶
湖
で
し

た
。
こ
の
地
域
の
田
ん
ぼ
は
、

湖
底
に
堆
積
し
た
粘
土
層
で
、

青
み
が
か
っ
た
特
種
な
重
粘

土
質
の
土
を
「
ズ
ニ
ン
」
と

か
「
ヌ
リ
」
と
よ
び
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
い
っ
ぱ
い
の
土
壌
で

す
。
こ
の
土
は
、
粘
っ
こ
く

農
作
業
に
は
大
変
苦
労
し
ま

す
が
、
そ
の
代
わ
り
自
然
本

来
の
地
力
で
米
が
作
れ
る

こ
と
か
ら
、
粒
張
り
の
よ
い
、

良
質
な
も
ち
米
が
収
穫
で
き

る
の
で
す
。

甲
賀
の
も
ち

よもぎ餡
あん

もち
よもぎがたっぷり入った田舎の味、粒あんが絶妙の味を
かもし出します。一番の人気商品です。

よもぎは、周辺のほ場から手つみで収穫したものです。

や
き
も
ち

202008.11




